
Ⅳ．出水期における対応 
 

事      項 要                    点 備     考 

１．貯水位について 
 

(1)管理水位の考え方 

① 現在の経験水位(３０５．１m)より上昇しないような水位管理をする。 

② 洪水の際、下流の安全が確認できるまで、急激な放流を開始しない。 

③ 過去の最大洪水(昭和３４年９月伊勢湾台風)規模の洪水に対しても、上記①、②を満足させるようにする。 

この管理水位は、 

・ 当面は、３時間程度遅れから貯留するための容量として現在水位から約４m低 ０１mとする。 

・ また、それ以後の管理水位は、現在水位より８m 低い２９７m とする。これに 、過去最大洪水(昭和３４年９月伊勢湾台風)の場合で

は、上昇量約７．８m が起こっても、３０５．１m の現在の水位以下に収まる となる。これ以降、状況判断し、２７０m(試験湛水前

の水位)まで下げる。 

 

水位の低下量を０．５m／日 

また、洪水により自然にダム水位が上昇した場合、その貯水位から上記低下速度 しながら洪水前の水位まで降下する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅳ-1.1 大滝ダムにおける洪水処理計算結果(S34.9 洪水<実績値ベース>、初 位:EL297.36m、放流方法:3 時間遅れ操作)
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図Ⅳ-1.2 大滝ダムにおける洪水処理計算結果(S34.9 洪水<実績値ベース>、初期水位:EL270.0m、放流方法:3 時間遅れ操作) 
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